
庄原市木造住宅耐震改修促進事業に係る 

 

 

 

補助金交付申請の手引き 
 

 

 

 庄原市木造住宅耐震改修促進事業は、民間所有の木造住宅の耐震診断及び耐震改修工事の費用の

一部を庄原市が補助する制度です。 

 

  

 

【対象となる住宅】 

  

 ●庄原市内に存する木造の在来軸組構法及び伝統的構法の住宅で、次に掲げる要件のすべてに

該当するもの 

   ア 昭和５６年５月３１日以前に着工された戸建て住宅又は併用住宅（延べ面積の２分の

１以上を住宅の用に供するものに限る。） 

   イ 居住の実態があること。 

   ウ 地階を除く階数が３以下であること。 

   エ 以前に同一の事業による補助金の交付を受けていない住宅であること。 

庄 原 市 
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■木造住宅耐震診断費補助事業のフロー 
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契 約 書 

①登録の申請 

 

交付決定通知書 

（様式第８号） 

変更承認通知書 

（別記様式第３号） 

審 査 

 

補助金額確定通知書 

（様式第１１号） 

事務処理 

③登録の通知 

①変更事項の 

届出 

④登録事項 

変更の通知 

申 請 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金交付申請書 

（様式第７号） 

耐震診断を相談  相談 相談 

 

申請 審 査 

通知 

契 約 書 契約 

着 手 

変更承認申請書 

（別記様式第２号） 申請 

通知 

変更契約書等 契約 変更契約書等 

完了報告書 報告 

実績報告書 

（様式第１０号） 
報告 審 査 

通知 

補助金交付請求書 

（様式第１２号） 

補助金交付 

請求 

交付 補助金受領 

【計画変更がある場合】 
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■庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業のフロー 
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（別記様式第１２号） 
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中間検査合格通知書 

（様式第１７号） 

事務処理 

申 請 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助金交付申請書 

（様式第１３号） 

設計契約書 

 相談 相談 

 

審 査 

設計契約書 契約 

提出 

着手届出書 

（別記様式第１０号） 

申請 

通知 

契約 

 

変更契約書等 

報告 

実績報告書 

（様式第１８号） 

報告 
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通知 

補助金交付請求書 

（様式第２０号） 

補助金交付 

請求 

交付 補助金受領 

工事施工者 

依頼 

設計着手 

完了 

工事契約書  契 約 工事契約書 

工事監理契約書 工事監理契約書 

工事監理着手 

提出 
 

変更承認申請書 

（別記様式第１１号） 

審 査 

通知 

申請 

契 約 

契約 変更契約書 

工事着手 

変更契約書 

【計画の変更がある場合】

中間検査準備 
中間検査申請書 

（様式第１６号） 
申請 

審査・検査 

補助金確定通知書 

（様式第１９号） 

報告 

報告 報告 

通知 

完 了 完 了 

中間検査準備 
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ア 耐震診断に係る補助金の交付決定通知が行われる前に、耐震診断の実施の契約を締結して

しまうと、補助金は受けられません。 

 

イ 補助金の支払は、耐震診断の完了後となります。補助金の交付決定通知を受けていても、

耐震診断をとりやめた場合は、補助金は支払われません。 

 

ウ 申請件数が実施予定件数を上回った場合は、先着順により決定することとなりますので、

あらかじめご了承ください。 

 

エ 本制度を利用して耐震診断を行う場合は、庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計

資格者（建築士）へ依頼してください。 

 

オ 庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者名簿は、庄原市ホームページのほか、

都市整備課で閲覧することができます。 

 

 

 

 

耐震診断に係る補助額は、耐震診断に要する経費の３分の２の額（その額に１，０００円未満

の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた額）以内となります。 

ただし、４万円が上限となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■申請の手続き（耐震診断■申請の手続き（耐震診断■申請の手続き（耐震診断■申請の手続き（耐震診断））））    

 

１１１１    注意事項注意事項注意事項注意事項    

２２２２    耐震診断に係る補助額について耐震診断に係る補助額について耐震診断に係る補助額について耐震診断に係る補助額について    

（計算例） 

・（ケース１）耐震診断に要する経費が、５０，０００円であった場合 

  ①３分の２の額となるため、 

    ５０，０００×２÷３＝３３，３３３．３３… 

  ②１，０００円未満の端数は切り捨てとなるため、 

    ３３，３３３．３３…＝３３，０００円 

  ③上限金額の４万円以下であるため、 

    補助額は３３，０００円となります。補助額は３３，０００円となります。補助額は３３，０００円となります。補助額は３３，０００円となります。    

 

・（ケース２）耐震診断に要する経費が、７０，０００円であった場合 

  ①３分の２の額となるため、 

    ７０，０００×２÷３＝４６，６６６．６６… 

  ②１，０００円未満の端数は切り捨てとなるため、 

    ４６，６６６．６６…＝４６，０００円 

  ③上限金額の４万円を超えているため、 

    補助額は４０，０００円となります。補助額は４０，０００円となります。補助額は４０，０００円となります。補助額は４０，０００円となります。    
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（１）申請に（１）申請に（１）申請に（１）申請に必要な書類必要な書類必要な書類必要な書類（申請部数：正本１通・副本１通） 

ア 庄原市木造住宅耐震診断費補助金申請書（様式第７号）【記入例：Ｐ９】 

イ 住民票の写し又は外国人登録原票記載事項証明書その他市民であることがわかるもの 

   ウ 当該住宅に係る登記事項証明書その他当該住宅の所有者がわかるもの 

 

 

   エ 当該住宅に係る建築確認通知書の写し、その他当該住宅の建築年月日がわかるもの 

   オ 耐震診断に要する費用の見積書又はその写し 

   カ 市税完納証明書 

 

 

   キ 附近見取り図 

 

 

   ク 庄原市木造住宅耐震診断費補助事業補助対象建築物着工時期申出書（別記様式第２号）  

【記入例：Ｐ１０】 

   ケ 借家住宅にあっては、当該住宅の所有者又は居住者の耐震診断の実施に係る同意書（任

意様式） 

 

 

 

 

 

 

（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法    

   必要書類を作成の上、下記まで提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

   ア 申請された内容を審査し、耐震診断の補助金の交付を決定したときは「庄原市木造住宅

耐震診断費補助金交付決定通知書（様式第８号）」を交付いたしますので、この通知書を受

理してから、耐震診断の実施に係る契約（契約者と申請者名は同一としてください。）を締

結してください 

イ 補助金交付決定通知書は補助金の支払いをお約束するものではありません。耐震診断が

行われなかった場合や、その他要綱等に違反した場合などは、補助金は支払われませんの

でご注意ください。 

３３３３    耐震診断に係る補助金交付申請について耐震診断に係る補助金交付申請について耐震診断に係る補助金交付申請について耐震診断に係る補助金交付申請について    

・証明書は原本を添付してください。（副本については、写しでも可） 

・証明書は原本を添付してください。（副本については、写しでも可） 

・当該住宅の所在地がわかるように目標物等を記入してください。 

・申請者が当該住宅を所有している場合は、当該住宅の居住者（借家人）の耐震

診断の実施に係る同意書が必要となります。 

・居住者（借家人）が申請する場合は、当該住宅の所有者の耐震診断の実施に係

る同意書が必要となります。 

【申請・問合せ先】 

〒７２７－８５０１ 

広島県庄原市中本町１丁目１０番１号 

庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係 

電話：０８２４－７３－１１５１ 

F A X：０８２４－７３－１１４７ 
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耐震診断に係る内容に変更が生じた場合は、必ず変更承認申請を行ってください。 

 （１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（申請部数：正本１通・副本１通）） 

   ア 庄原市木造住宅耐震診断費補助事業変更承認申請書（別記様式第３号）【記入例：Ｐ１１】 

   イ 変更する内容が確認できる書類 

 

（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

申請された内容を審査し、計画の変更を承認したときは「庄原市木造住宅耐震診断費補助事

業変更承認通知書（別記様式第４号）」を交付いたしますので、この通知書を受理してから、耐

震診断の実施に係る変更契約（契約者と申請者名は同一としてください。）を締結してください。 

 

 

 

   

事情により、事業をとりやめる場合は、必ず届け出を行ってください。 

 （１）届け出（１）届け出（１）届け出（１）届け出にににに必要な書類必要な書類必要な書類必要な書類（届出部数：１通） 

庄原市木造住宅耐震診断費補助事業とりやめ届出書（別記様式第５号） 

 

（２）（２）（２）（２）届け出届け出届け出届け出の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

 

 

    

（１）（１）（１）（１）報告報告報告報告に必要な書類に必要な書類に必要な書類に必要な書類（報告部数：１通） 

ア 庄原市木造住宅耐震診断費補助事業実績報告書（様式第１０号）【記入例：Ｐ１２】 

イ 耐震診断結果報告書の写し 

 

 

 

 

 

 

ウ 耐震診断の実施に関する契約書の写し 

 

 

 

 

エ 耐震診断に要する費用の請求書の写し又は領収書の写し 

オ 現地調査書（別記様式第８号）【記入例：Ｐ１３・１４】 

カ 建物の全景、小屋裏、床下及び劣化度がわかる箇所の写真 

 

 

４４４４    計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について    

５５５５    事業のとりやめについて事業のとりやめについて事業のとりやめについて事業のとりやめについて    

６６６６    耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について    

・劣化度がわかる箇所の写真は、耐震診断における劣化事象が確認できるものを

添付してください。 

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者が作成した耐震診断結果

報告書（一式）の写しを添付してください。 

・耐震診断結果報告書の診断表については、財団法人 日本建築防災協会発行の

「木造住宅の耐震診断と補強方法 木造住宅の耐震精密診断と補強方法（改訂

版）」を参考としてください。 

・計画の変更に伴い変更契約をした場合は、変更契約の写しを添付してください。

（ただし、変更承認申請を行う必要があります。 

                    を参照してください。） 

  

４ 計画の変更があった場合について 
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   キ 配置図 

 

 

 

 

 

   ク 各階平面図 

 

 

 

 

 （２）（２）（２）（２）報告報告報告報告の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

 （３）（３）（３）（３）報告報告報告報告後の流れ後の流れ後の流れ後の流れ    

   報告された内容を審査し、要綱等に適合すると認め、交付すべき補助金額を確定したときは

「庄原市木造住宅耐震診断費補助金額確定通知書（様式第１１号）」を交付いたします。 

 

 

 

    

（１）（１）（１）（１）請求請求請求請求に必要な書類に必要な書類に必要な書類に必要な書類（提出部数：１通） 

   庄原市木造住宅耐震診断費補助金交付請求書（様式第１２号）【記入例：Ｐ１５】 

 

（２）（２）（２）（２）請求請求請求請求の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

所用の事務処理後、指定の口座に補助金が振り込まれます。 

 

 

 

 

 

・図面の縮尺は、１／１００～１／２００程度としてください。 

・敷地の高低差を明示してください。 

・１階平面図と併用してもかまいません。この場合の図面縮尺は、１／１００程

度としてください。 

・図面の縮尺は、１／１００程度としてください。 

・筋交い等の耐力壁の位置を明示してください。 

７７７７    補助金の請求について補助金の請求について補助金の請求について補助金の請求について    
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庄原市木造住宅耐震診断費補助金交付申請書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者 氏  名           ㊞ 

                            電話番号 

 

 ○○○○年度において、庄原市木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けたいので、庄原市木造住

宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、別紙のとおり関係書類を添えて申請しま

す。 

 

住 宅 の 概 要 
建物の所在地 庄原市○○○ 

規 模 
建て方：□平屋建 □２階建 □３階建 

延べ床面積：   ○○○．○○ ㎡ 

用   途 

□戸建て住宅      □長屋住宅 

□併用住宅 

（住宅以外の床面積：        ㎡）           

（住宅以外の用途：          ） 

建築年月（着工） ○○年 ○○月 

耐震診断を行う木造住宅

耐震診断設計資格者名 

氏   名 
○○ ○○ 

登 録 番 号  第   ○○   号 

耐震診断に要する費用の

見積額 
     ○○，○○○   円 

添 付 書 類 
１ 住民票の写し又は外国人登録原票記載事項証明書 

２ 当該住宅に係る登録事項証明書その他当該住宅の所有者がわかる

もの 

３ 当該住宅に係る建築確認通知書の写しその他当該住宅の建築年月

日がわかるもの 

４ 耐震診断に要する費用の見積書又はその写し 

５ 庄原市税納税証明書 

同 意 書 

 私は、庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第６条の規定により、市職員が公簿等

で確認できる添付書類を省略するため、同条の規定により、市職員が確認することについて同意

します。 

住  所 

氏  名                   ㊞ 

様式第７号（第６条関係） 

※申請者は、当該住宅の所有者又は

居住者となります。 

該当の所に■印を入れて

ください。 

該当の所に■印を入

れてください 

併用住宅の場合に記

入してください。 

耐震診断を依頼しよう

とする木造住宅耐震診

断設計資格者（庄原市

に登録されている建築

士）を記入してくださ

い。 

金額は見積書から

転記してくださ

い。 

同意する場合は、記入・押印をし

てください。 
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庄原市木造住宅耐震診断費補助事業補助対象建築物着工時期申出書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者  氏  名           ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○○○年度において、庄原市木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けようとする建築物は、昭

和５６年５月３１日以前に工事着工したことに相違ありません。 

 

 

建物の所在地 庄原市○○○ 

別記様式第２号 

該当年度を記入して

ください。 

※当該住宅の建築基準法に基づく検査済証等において、完了時期が

昭和５６年５月３１日以前であることが確認できる場合は、この様

式は必要ありません。 
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庄原市木造住宅耐震診断費補助事業変更承認申請書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者  氏  名           ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○○○年○○月○○日付け第○○号で補助金交付決定を受けた庄原市木造住宅耐震診断費補助

事業について、次のとおり変更したいので申請します。 

 

 

変更の内容 

変更前 

○○○○○○○○ 

耐震診断に要する 

費用の見積額 
金   ○○，○○○ 円 

変更後 

○○○○○○○○ 

耐震診断に要する 

費用の見積額 
金   ○○，○○○ 円 

変更の理由 

 

 

 

 

○○○○○○○○ 

 

別記様式第３号 

補助金交付決定通知書（様式第８

号）に記載されている通知年月日及

び番号を記入してください。 

変更の内容については、具体的に記入してください。 

金額は見積書から転記してください。 
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庄原市木造住宅耐震診断費補助事業実績報告書 

 

年  月  日 

 

 庄原市長 様 

 

住  所            

申請者 氏  名          ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○○○年○○月○○日付け第○○号で交付決定のあった庄原市木造住宅耐震診断費補助事業を

完了したので、庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第８条の規定により、その実績を

報告します。 

 

交付決定番号及び年月日 第  ○○    号     ○○年○○月○○日 

申 請 者 住 所 氏 名 

住 所 
○○○○ 

氏 名 ○○ ○○ 

耐震診断を行った木造住

宅耐震診断設計資格者名 

氏 名 ○○ ○○ 

登 録 番 号 第  ○○  号 

耐 震 診 断 

着手年月日  ○○年 ○○月 ○○日 

完了年月日  ○○年 ○○月 ○○日 

交 付 決 定 金 額 

 

 

     ○○，○○○ 円 

総合評価における上部構

造評点（最小値） 
○．○○ （○階 □方向） 

 添 付 書 類 

１ 耐震診断結果報告書の写し 

２ 耐震診断の実施に関する契約書の写し 

３ 耐震診断に要した費用の領収書の写し 

様式第 10号（第８条関係） 

補助金交付決定通知書（様式第８号）に記載され

ている通知年月日及び番号を記入してください。

計画の変更があった場合は、変更承認通知書（別

記様式第４号）に記載されている通知年月日及び

番号を記入してください。 

補助金交付決定通知書（様式第８号）に記

載されている通知年月日及び番号を記入し

てください。計画の変更があった場合は、

変更承認通知書（別記様式第４号）に記載

されている通知年月日及び番号を記入して

ください。 

補助金交付決定通知書（様式第８号）

に記載されている通知年月日及び番

号を記入してください。 

計画の変更があった場合は、変更承

認通知書（別記様式第４号）に記載

されている交付決定金額（変更後）

を記入してください。 

耐震診断に着手した

日及び完了した日を

記入してください。 

耐震診断結果で、総合評価における上部構造

評点の最小値を記入してください。 

また、当該の階数及びＸ・Ｙ方向の別を記入

してください。 
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現地調査書（その１） 

交付決定番号及び年月日 第 ○○ 号    ○○年 ○○月 ○○日 

建 物 名 称               ○○   邸 

調査地住所 庄原市○○○ 

現地調査者 

（木造耐震診断 

設計資格者） 

登録番号 第  ○○  号 

氏 名  ○○ ○○          ㊞ 

現地調査日 ○○年 ○○月 ○○日 

建 物 用 途 ○○○ 竣工年月    ○○年 ○○月 

構 造 形 式 
□ 木造在来軸組構法   □ 木造伝統的構法 

  □ 軽い建物   □ 重い建物   □ 非常に重い建物 

屋 根 形 状    □ 重い屋根  □ 軽い屋根 

建

物

概

要 

階 数 □ 平屋建   □ ２階建   □ ３階建 

床面積 

３階 ○○．○○㎡ 小屋裏   □ 無   □ 有 

２階 ○○．○○㎡ 小屋裏面積 ㎡ 

１階 ○○．○○㎡  

延べ床面積 ○○○．○○㎡  

特記事項 

（敷地の状

況、建物の

劣化状況、

増築履歴等

記入してく

ださい。） 

 

別記様式第８号 

補助金交付決定通知書（様式第８号）に記載されている通知年月日及び番号を

記入してください。計画の変更があった場合は、変更承認通知書（別記様式第

４号）に記載されている通知年月日及び番号を記入してください。 

必ず押印してください。 

該当の所に■印を入れてくだ

さい。 

敷地状況や建物の劣化状況など耐震診断をする上で

反映すべき内容について記入してください。 
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現地調査書（その２） 

部 位 等 調査内容 
調査実施 

／不可 
調査位置及び調査結果 

建物周囲の状況 

擁壁等の有無  □ 無    □有 

擁壁等の傾斜，亀裂

等の状況 
調査実施 異常なし 

構

造

耐

力

上

主

要

な

軸

組

等 

柱 

部
材
の
断
面
欠
損 

大きな欠き込み，割れ

の有無 
 

 

梁 
大きな欠き込み，割れ

の有無 
調査実施 調査範囲異常なし 

桁 
大きな欠き込み，割れ

の有無 
 

 

筋かい等 
大きな欠き込み，割れ

の有無 
不可  

土台と柱 

接

合

金

物 

有無，ゆるみ， 

錆，腐食等 
  

柱と梁桁 
有無，ゆるみ， 

錆，腐食等 
  

筋かい材 
有無，ゆるみ， 

錆，腐食等 
  

床下部分 

接

合

方

法 

足固め，根がらみ等で

固められているか 
  

梁と柱，差し鴨居 
柱から抜け落ちる形

式ではないか 
  

筋かい端部 
引張り・圧縮に対して

抜けたりしないか 
  

水

平

剛

性

の

確

保 

２・３階床面 

火打ちの有無，床板は

合板か 

金物は充分使用され

ているか 

  

小屋梁面 

火打ちの有無，床板は

合板か 

金物は充分使用され

ているか 

  

吹抜け部分 
吹抜け面積の大きさ，

吹抜け部分の対策，補

強の有無 
  

下屋，増築部 
母屋との接合部分に

ついて金物が充分使

用されているか 
  

 

別記様式第８号 

調査実施状況を記入してください。 

調査位置や調査結果を記入してく

ださい。 
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庄原市木造住宅耐震診断費補助金交付請求書 

 

年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

住  所            

請求者 氏  名          ㊞ 

                              電話番号 

 

 

 

 ○○○○年○○月○○日付け第○○号で補助金額確定通知のあった庄原市木造住宅耐震診断費事

業の補助金を請求します。 

 

 

請 求 額       ○○，○○○ 円 

 

   

  

振 込 口 座 

金 融 機 関 名 

       銀行 

 ○○○○  信用金庫 

農協 

その他（      ） 

・本店 

 

・（  ○○  ）支店 

口座種類・番号 (普通・当座) 番号：○○○○ 

フ リ ガ ナ ○○ ○○ 

口 座 名 義 人 ○○ ○○ 

口座名義人住所 
○○○○○○ 

電話番号 (    )   ―     

 

様式第 12号（第 10条関係） 

補助金額確定通知書（様式第１１号）に記

載されている通知年月日及び番号を記入

してください。 

補助金額確定通知書（様式第１１号）に記

載されている交付決定額を記入してくだ

さい。 

金融機関を記入してください。 

口座名義人は、申請者と同一としてください。 
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ア 耐震改修工事に係る補助金の交付決定通知が行われる前に、耐震改修工事の工事監理及び

耐震改修工事の施工に係る契約を締結してしまうと、補助金は受けられません。 

 

イ 補助金の支払は、耐震改修工事の完了後となります。補助金の交付決定通知を受けていて

も、耐震改修工事をとりやめた場合は、補助金は支払われません。 

 

ウ 申請件数が実施予定件数を上回った場合は、先着順により決定することとなりますので、

あらかじめご了承ください。 

 

エ 本制度を利用して耐震改修工事を行う場合の耐震改修設計及び工事監理は、庄原市に登録

されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）へ依頼してください。 

 

オ 庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者名簿は、庄原市ホームページのほか、

都市整備課で閲覧することができます。 

 

 

 

 

耐震改修工事に係る補助額は、耐震改修工事に要する経費の３分の１の額（その額に１，００

０円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てた額）以内となります。 

ただし、４０万円が上限となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■申請の手続き（耐震■申請の手続き（耐震■申請の手続き（耐震■申請の手続き（耐震改修工事改修工事改修工事改修工事））））    

 

８８８８    注意事項注意事項注意事項注意事項    

９９９９    耐震耐震耐震耐震改修工事改修工事改修工事改修工事に係る補助額についてに係る補助額についてに係る補助額についてに係る補助額について    

（計算例） 

・（ケース１）耐震改修工事に要する経費が、１，０００，０００円であった場合 

  ①３分の１の額となるため、 

    １，０００，０００÷３＝３３３，３３３．３３… 

  ②１，０００円未満の端数は切り捨てとなるため、 

    ３３３，３３３．３３…＝３３３，０００円 

  ③上限金額の４０万円以下であるため、 

    補助額は３３３，０００円となります。補助額は３３３，０００円となります。補助額は３３３，０００円となります。補助額は３３３，０００円となります。    

 

・（ケース２）耐震改修工事に要する経費が、１，４００，０００円であった場合 

  ①３分の１の額となるため、 

    １，４００，０００÷３＝４６６，６６６．６６… 

  ②１，０００円未満の端数は切り捨てとなるため、 

    ４６６，６６６．６６…＝４６６，０００円 

  ③上限金額の４０万円を超えているため、 

    補助額は４００，０００円となります。補助額は４００，０００円となります。補助額は４００，０００円となります。補助額は４００，０００円となります。    
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補助の対象となる工事は、原則として耐震性を向上させるために行う工事となります。美観や

機能の向上となる工事は、補助対象となりませんので注意してください。 

次の例を参考に補助対象又は補助対象外の区分けを行ってください。 

 

 ○ケース１：壁に筋交いを新たに入れる場合○ケース１：壁に筋交いを新たに入れる場合○ケース１：壁に筋交いを新たに入れる場合○ケース１：壁に筋交いを新たに入れる場合    

   ・既存の壁の解体・撤去（処分費を含みます。） 

   ・養生等の仮設 

   ・筋交い等 

   ・取付け金物類 

   ・壁下地材（構造用合板や石膏ボード類） 

   ・仕上げ材（ただし、既存の仕上げ材同等のものに限ります。） 

   ・既存の床材及び天井材の撤去・復旧（ただし、必要最小限の範囲としてください。） 

   ・大工手間 

  などが、補助対象となります。 

 

○ケース２：無筋の基礎を鉄筋コンクリート造○ケース２：無筋の基礎を鉄筋コンクリート造○ケース２：無筋の基礎を鉄筋コンクリート造○ケース２：無筋の基礎を鉄筋コンクリート造の基礎で補強する場合の基礎で補強する場合の基礎で補強する場合の基礎で補強する場合    

   ・養生等の仮設 

   ・土工事 

   ・既存の基礎のはつり・撤去等（処分費を含みます。） 

   ・鉄筋工事 

   ・コンクリート工事（型枠を含みます。） 

   ・既存の床材の撤去・復旧（ただし、必要最小限の範囲としてください。） 

   ・大工手間 

  などが、補助対象となります。 

 

 ○その他○その他○その他○その他    

            ・・・・柱接合部による低減係数を向上させるために、壁端柱の柱頭・柱脚接合部の補強工事 

   ・劣化度による低減係数を向上させるために、劣化事象を改修する工事 

などが、補助対象となります。

１０１０１０１０    耐震耐震耐震耐震改修工事改修工事改修工事改修工事に係る補助に係る補助に係る補助に係る補助対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲についてについてについてについて    
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（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（申請部数：正本１通・副本１通） 

ア 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金申請書（様式第１３号）【記入例：Ｐ２３】 

イ 住民票の写し又は外国人登録原票記載事項証明書その他市民であることがわかるもの 

   ウ 当該住宅に係る登記事項証明書その他当該住宅の所有者がわかるもの 

 

 

   エ 当該住宅に係る建築確認通知書の写し、その他当該住宅の建築年月日がわかるもの 

 

 

   オ 耐震改修設計に係る契約書の写し 

 

 

 

   カ 耐震改修計画書（別記様式第９号）【記入例：Ｐ２４】 

   キ 耐震改修工事の設計図書 

 

 

 

 

 

   ク 耐震改修工事に要する経費の見積書又はその写し 

 

 

 

 

   ケ 耐震診断結果報告書の写し 

 

 

 

 

   コ 改修後耐震診断計算書 

 

 

 

 

 

 

   サ 市税完納証明書 

 

 

   シ 附近見取り図 

 

 

   ス 建物外観写真 

 

 

１１１１１１１１    耐震耐震耐震耐震改修工事改修工事改修工事改修工事に係る補助金交付申請についてに係る補助金交付申請についてに係る補助金交付申請についてに係る補助金交付申請について    

・証明書は原本を添付してください。（副本については、写しでも可） 

・証明書は原本を添付してください。（副本については、写しでも可） 

・当該住宅の所在地がわかるように目標物等を記入してください。 

・庄原市の木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けた住宅は必要ありません。 

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）との耐震改修

設計に係る契約書の写しを添付してください。 

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）が作成した配

置図、敷地断面図、内外部仕上表、各階平面図、立面図、改修詳細図等耐震改

修工事に必要な図面等を添付してください。 

・図面は、改修前・後及び補助対象部分がわかるようにしてください。 

・耐震改修工事の施工に要する費用の見積書又はその写しを添付してください。 

・見積書には、工事の内訳がわかるものを添付してください。 

・内訳は，各部屋ごととし、補助対象か否かがわかるようにしてください。 

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）が作成した耐

震診断結果報告書(一式)の写しを添付してください。 

・庄原市の木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けた住宅は必要ありません。 

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）が作成した耐

震改修後の耐震診断計算書を添付してください。 

・耐震診断計算書の診断表については、財団法人 日本防災協会発行の「木造住

宅の耐震診断と補強方法 木造住宅の耐震精密診断と補強方法（改訂版）」を参

考としてください。 

・建物の外観写真を２面程度添付してください。 
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   セ 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業補助対象建築物着工時期申出書（別記様式第 

１０号）【記入例：Ｐ２５】 

 

 

 

 

   ソ 借家住宅にあっては、当該住宅の所有者又は居住者の耐震診断の実施に係る同意書（任

意様式） 

 

 

 

 

 

 

（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法    

   必要書類を作成の上、下記まで提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

   ア 申請された内容を審査し、耐震改修工事の補助金の交付を決定したときは「庄原市木造

住宅耐震改修工事費補助金交付決定通知書（様式第１４号）」を交付いたしますので、この

通知書を受理してから、耐震改修工事の工事監理及び施工に係る契約（契約者と申請者名

は同一としてください。）を締結してください 

イ 補助金交付決定通知書は補助金の支払いをお約束するものではありません。耐震改修工

事が行われなかった場合や、その他要綱等に違反した場合などは、補助金は支払われませ

んのでご注意ください。 

 

 

 

 

 （１）届け出に必要な書類（届け出部数：１通）（１）届け出に必要な書類（届け出部数：１通）（１）届け出に必要な書類（届け出部数：１通）（１）届け出に必要な書類（届け出部数：１通）    

   ア 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業着手届出書（別記様式第１１号） 

【記入例：Ｐ２６】 

   イ 耐震改修工事の工事監理に係る契約書の写し 

 

 

 

   ウ 耐震改修工事の施工に係る契約書の写し 

 

 （２）（２）（２）（２）届出の方法届出の方法届出の方法届出の方法    

必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

・申請者が当該住宅を所有している場合は、当該住宅の居住者（借家人）の耐震

改修工事の実施に係る同意書が必要となります。 

・居住者（借家人）が申請する場合は、当該住宅の所有者の耐震改修工事の実施

に係る同意書が必要となります。 

【申請・問合せ先】 

〒７２７－８５０１ 

広島県庄原市中本町１丁目１０番１号 

庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係 

電話：０８２４－７３－１１５１ 

F A X：０８２４－７３－１１４７ 

・庄原市の木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けた住宅は必要ありません。 

・当該住宅の検査済証（建築基準法による）等において、完了時期が昭和５６年

５月３１日以前であることが確認できる場合は、必要ありません。 

１２１２１２１２    耐震改修工事の着手耐震改修工事の着手耐震改修工事の着手耐震改修工事の着手についてについてについてについて    

・庄原市に登録されている木造住宅耐震診断設計資格者（建築士）との工事監理

に係る契約書の写しを添付してください。 



 20

 

 

   

耐震改修工事に係る内容に変更が生じた場合は、変更に係る工事に着手する前に必ず変更承認

申請を行ってください。 

 （１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（１）申請に必要な書類（申請部数：正本１通・副本１通）） 

   ア 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業変更承認申請書（別記様式第１２号） 

【記入例：Ｐ２７】 

   イ 変更する内容が確認できる書類 

 

（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法（２）申請の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

申請された内容を審査し、計画の変更を承認したときは「庄原市木造住宅耐震改修工事費補

助事業変更承認通知書（別記様式第１３号）」を交付いたしますので、この通知書を受理してか

ら、耐震改修工事の実施に係る変更契約（契約者と申請者名は同一としてください。）を締結し

てください。 

 

 

 

   

事情により、事業をとりやめる場合は、必ず届け出を行ってください。 

 （１）届け出に（１）届け出に（１）届け出に（１）届け出に必要な書類必要な書類必要な書類必要な書類（届出部数：１通） 

庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業とりやめ届出書（別記様式第１４号） 

 

（２）（２）（２）（２）届け出届け出届け出届け出の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

 

 

 

耐震改修工事が計画どおり適正に行われていることを確認するために、工事の中間時に検査を

行います。 

 （１）検査の時期（１）検査の時期（１）検査の時期（１）検査の時期    

 耐震改修工事の主たる構造部分の改修が目視で確認ができる状態に達した時期に行います。 

 例えば、筋かい等の耐力壁を新たに追加する場合に合っては、当該耐力壁の位置、取付け（金

物）状況等が目視で確認できる時期となります。 

 また、工事工程の都合により、１部屋ごとに工事を行う場合などは、その部屋ごとに中間検

査を実施いたします。 

 

 （２）申請に必要な書類（申請部数：１通（２）申請に必要な書類（申請部数：１通（２）申請に必要な書類（申請部数：１通（２）申請に必要な書類（申請部数：１通） 

ア 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業中間検査申請書（様式第１６号） 

【記入例：Ｐ２８】 

   イ 工事写真 

 

 

１３１３１３１３    計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について計画の変更があった場合について    

１４１４１４１４    事業のとりやめについて事業のとりやめについて事業のとりやめについて事業のとりやめについて    

１５１５１５１５    中間検査中間検査中間検査中間検査についてについてについてについて    

・当該耐震改修工事の内容が確認できるもので、施工前及び後の写真を添付して

ください。 
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   ウ 中間検査が複数回となる場合、検査の回数、検査の範囲及び検査の時期がわかるもの 

 

 

 

 

 

 

（（（（３３３３））））申請申請申請申請の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

   なお、検査日時については、担当者と調整してください。 

 

（（（（４４４４）申請後の流れ）申請後の流れ）申請後の流れ）申請後の流れ    

   ア 現地検査等により内容を審査し，要綱等に適合すると認めたときは「庄原市木造住宅耐

震改修工事費補助事業中間検査合格通知書（様式第１７号）を交付いたしますので、この

通知書を受理してから、次の工程に進んでください。 

     また、検査が複数回となる場合は、すべての検査が終了してから中間検査合格書を交付

することとなります。 

     すでに検査を受けた範囲については、検査の結果、補正の指示がなければ、次の工程に

進んでください。 

イ 中間検査の結果、補正の指示があり、所要の補正が完了したときは、報告してください。 

 

 

 

    

（１）（１）（１）（１）報告報告報告報告に必要な書類に必要な書類に必要な書類に必要な書類（報告部数：１通） 

ア 庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業実績報告書（様式第１８号）【記入例：Ｐ２９】 

イ 耐震改修工事の着手前、工事中及び完了時の工事写真 

 

 

 

 

ウ 耐震改修工事に要した費用の請求書の写し又は領収書契約書の写し 

 

 （２）（２）（２）（２）報告報告報告報告の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

   また、耐震改修工事が計画どおり適正に行われていることを確認するために、工事の完了時

に検査を行います。なお、検査日時については、市担当者と調整してください。 

 

 （３）（３）（３）（３）報告報告報告報告後の流れ後の流れ後の流れ後の流れ    

   ア 現地検査等により報告された内容を審査し、要綱等に適合すると認め、交付すべき補助

金額を確定したときは「庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金額確定通知書（様式第１９

号）」を交付いたします。 

   イ 現地検査等の結果、補正の指示があり、所要の補正が完了したときは、報告してくださ

い。 

１１１１６６６６    耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について耐震診断実績報告について    

・当該耐震改修工事の内容が確認できるもので、着手前、工事中及び完了後の写

真を添付してください。 

・建物の劣化事象を改善した箇所の工事写真も添付してください。 

・工事の工程の都合により、１部屋ごとに工事を行う場合などは、平面図等に検

査の回数、検査の範囲及び検査の時期を記入して添付してください。 

・２回目以降の検査日時については、検査を受けることができる状態に近づいた

ら事前に市担当者と調整してください。 
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（１）（１）（１）（１）請求請求請求請求に必要な書類に必要な書類に必要な書類に必要な書類（提出部数：１通） 

   庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金交付請求書（様式第２０号）【記入例：Ｐ３０】 

 

（２）（２）（２）（２）請求請求請求請求の方法の方法の方法の方法    

   必要書類を作成の上、庄原市 環境建設部 都市整備課 都市整備係まで提出してください。 

 

（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ（３）申請後の流れ    

所用の事務処理後、指定の口座に補助金が振り込まれます。 

 

 

 

 

 

１１１１７７７７    補助金の請求について補助金の請求について補助金の請求について補助金の請求について    
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金交付申請書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

   住  所  ○○○○○○     

申請者 氏  名  ○○ ○○    ㊞ 

                            電話番号  ○○○○ 

 

     年度において、庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業の補助金の交付を受けたいので、

庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第 13条の規定により、別紙のとおり関係書類を添

えて申請します。 

 

 

 

 

 

住 宅 の 概 要 

建物の所在地 庄原市○○○ 

規  模 
建て方：□平屋建 □２階建 □３階建 

延べ床面積：    ○○○．○○ ㎡ 

用  途 

□戸建て住宅      □長屋住宅 

□併用住宅 

（住宅以外の床面積：        ㎡）           

（住宅以外の用途：          ） 

建築年月（着工） ○○年  ○○月 

耐震改修設計を行った 

木造住宅耐震診断設計 

資格者名 

氏  名   ○○ ○○       ㊞ 

登録番号  第    ○○     号 

総合評価における 

上部構造評点（最小値） 
耐震改修前 ○．○○ 耐震改修後 □．□□ 

耐震改修工事予定期間 ○○年○○月○○日から  ○○年○○月○○日まで 

耐震改修工事に要する 

費用の見積額 
   ○○○，○○○  円 

 

 

 

 

添 付 書 類 

１ 住民票の写し又は外国人登録原票記載事項証明書 

２ 当該住宅に係る登録事項証明書その他当該住宅の所有者がわかるもの 

３  当該住宅に係る建築確認通知書の写しその他当該住宅の建築年月日がわかる

もの。ただし、第３章の木造住宅耐震診断費補助金の交付を受けた者は除く。 

４ 耐震改修設計に係る契約書の写し 

５ 耐震改修計画書及び耐震改修工事の設計図書 

６ 耐震改修工事に要する費用の見積書又はその写し 

７ 耐震診断結果報告書の写し及び改修後耐震診断計算書 

８ 庄原市税納税証明書 

 

同 意 書 

私は、庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第 13 条の規定により、市職員が公簿等

で確認できる添付書類を省略するため、同条の規定により、市職員が確認することについて同意

します。 

住  所 

               氏  名                   ㊞ 

様式第 13号（第 13条関係） 

※申請者は、当該住宅の所有者又は居住者

となります。 

該当の所に■印を入

れてください。 

該当の所に■印を入

れてください。 

耐震改修設計を行った木造住宅耐震

診断設計資格者（庄原市に登録されて

いる（建築士）を記入してください。 

併用住宅の場合に記

入してください。 

必ず押印してくださ

い。 

金額は見積書から転記してくだ

さい。 

耐震改修前後の耐震診断結果で、総合評価に

おける上部構造評点の最小値を記入してくだ

さい。 

同意する場合は記入・押印して

ください。 
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耐震改修計画書 [ 新規 ・ 変更 ] 

申請者氏名 ○○ ○○ 

診 断 法 

・一般診断法 

□ 方法１  □ 方法２ 

・精密診断法 

□ 精密診断法１（保有耐力診断法） 

□ 精密診断法２（ 保有水平耐力計算 ・ 限界耐力計算 ・ 時刻歴応答計算 ） 

診

断

時 

上 部 構 造  

評    点 

（最小値） 
階 方向 

強さＰ 

（ｋＮ） 

配置などによ

る低減係数Ｅ 

劣化度 

Ｄ 

保有する耐力 

Ｐｄ（ｋＮ） 

必要耐力 

Ｑｒ 

（ｋＮ） 

上部構造評  

点 

○．○○ 

３ 
Ｘ       

Ｙ       

２ 
Ｘ       

Ｙ       

１ 
Ｘ       

Ｙ       

耐

震

改

修

計

画

の

概

要 

上 部 構 造  

評    点 

（最小値） 
階 方向 

強さＰ 

（ｋＮ） 

配置などによ

る低減係数Ｅ 

劣化度 

Ｄ 

保有する耐力 

Ｐｄ（ｋＮ） 

必要耐力 

Ｑｒ 

（ｋＮ） 

上部構造評  

点 

○．○○ 

３ 
Ｘ       

Ｙ       

２ 
Ｘ       

Ｙ       

１ 
Ｘ       

Ｙ       

強さＰに関す

る措置 

 

配置などによ

る低減係数Ｅ

に関する措置 

 

劣化度Ｄに関

する措置 

 

地盤・基礎に関

する措置 

 

その他の措置 
 

改修工事費用 

（予定） 

総額：Ａ＋Ｂ 補助対象工事費：Ａ 補助対象外工事費：Ｂ 

○○○，○○○円 □□□，□□□円 △△△，△△△円 

備  考 

 

 

別記様式第９号 該当する箇所に○印を入れてください。 

該当する箇所に■印を入れてくださ

い。 

一般診断法による場合は、各数値を記入してください。

精密診断法の場合は、判定に係る数値（例：精密診断

法１においては、「保有する耐力の算定」「判定」）を別

紙添付してください。 

一般診断法による場合は、各数値を記入してください。

精密診断法の場合は、判定に係る数値（例：精密診断

法１においては、「保有する耐力の算定」「判定」）を別

紙添付してください。 

一般診断法による場合は、各数値に対する耐震改修後にお

いて耐震性を向上させるために講じる措置を記入してく

ださい。 

精密診断法の場合は、耐震改修後において耐震性を向上さ

せるために講じる措置を別紙添付してください。 
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業補助対象建築物着工時期申出書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者 氏  名           ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○年度において、庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金の交付を受けようとする建築物は、昭

和５６年５月３１日以前に工事着工したことに相違ありません。 

 

建 物 の 所 在 地 庄原市○○○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該当年度を記入してください。 

別記様式第 10号 

※当該住宅の建築基準法に基づく検査済証等におい

て、完了時期が昭和５６年５月３１日以前であること

が確認できる場合は、この様式は必要ありません。 
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業着手届出書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者  氏  名           ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○年○○月○○日付け第○○号で補助金交付決定を受けた耐震改修工事について、次のとおり

着手したので届出ます。 

 

 

耐震改修工事着手年月日 

 

 

○○年 ○○月 ○○日 

耐震改修設計を行った 

木造住宅耐震診断設計 

資格者 

氏 名   ○○ ○○ 

登 録 番 号 第  ○○   号 

耐震改修工事の工事監理 

を行う木造住宅耐震診断

設計資格者 

氏 名 
○○ ○○ 

登 録 番 号 第  ○○   号 

耐震改修工事を行う工事

施工業者 

氏 名 
 

○○ ○○ 

営 業 所 名 ○○○○ 

電 話 番 号 （ ○○○○ ） ○○ － ○○○○ 

建設業許可 
（ ○○県 ）大臣・知事登録 

    第（ ○－○○ ） ○○○○ 号 

所 在 地 ○○○○○○○○ 

 

別記様式第 11号 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に

記載されている通知年月日及び番号を記

入してください。 

耐震改修工事に着手した年月日を記入してください。 

耐震改修設計を行った木造住宅耐震診

断設計資格者（庄原市に登録されている

建築士）を記入してください。 

耐震改修工事の工事監理を行う木造住

宅耐震診断設計資格者（庄原市に登録

されている建築士）を記入してくださ

い。 

耐震改修工事の施工を行う施工者を記入

してください。 
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業変更承認申請書 

 

   年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

 住  所             

申請者  氏  名           ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○年○○月○○日付け第○○号で補助金交付決定を受けた庄原市木造住宅耐震改修工事費補助

事業について、次のとおり変更したいので申請します。 

 

 

変更の内容 

変更前 

 

 

○○○○○○ 

耐震改修工事に要する 

費用の見積額 
金  ○○○，○○○  円 

変更後 

○○○○○○ 

耐震改修工事に要する 

費用の見積額 
金   □□□，□□□ 円 

変更の理由 

 

 

 

 

○○○○○○ 

 

別記様式第 12号 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に

記載されている通知年月日及び番号を記

入してください。 

変更の内容については、具体的に記入して

ください。 

金額は見積書から転記してください。 
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業中間検査申請書 

 

年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

住  所            

申請者 氏  名          ㊞ 

電話番号 

 

 ○○年○○月○○日付け第○○号で補助金交付決定を受けた耐震改修工事について、次のとおり中

間検査を受けたいので、庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第15条第１項の規定により

申請します。 

 

 

申 請 者 住 所 氏 名 

住 所 ○○○○○○ 

氏 名 ○○ ○○ 

建 物 の 所 在 地 
庄原市 

耐震改修工事の工事監理

を行った木造住宅耐震診

断設計資格者名 

氏 名  ○○ ○○     ㊞ 

登録番号 第  ○○  号 

中間検査希望年月日 ○○年 ○○月 ○○日 

 

 

様式第 16号（第 15条関係） 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に記

載されている通知年月日及び番号を記入して

ください。 

計画変更があった場合は、変更承認通知書（別

記様式第１３号）に記載されている通知年月

日及び番号を記入してください。 

必ず押印してください。 

耐震改修工事の工事監理を行った木造住宅耐震診

断設計資格者（庄原市に登録されている建築士）

を記入してください。 

中間検査の希望年月日を記入してくだ

さい。 

検査の日時については、市担当者と調整

してください。 



 29

 

 

庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業実績報告書 

 

年  月  日 

 

 庄原市長 様 

 

住  所            

申請者 氏  名          ㊞ 

                             電話番号 

 

 ○○年○○月○○日付け第○○号で交付決定のあった庄原市木造住宅耐震改修工事費補助事業を

完了したので、庄原市木造住宅耐震改修促進事業補助金交付要綱第 16 条第１項の規定により、その

実績を報告します。 

 

交付決定番号及び年月日 第 ○○ 号       ○○年 ○○月 ○○日 

申 請 者 住 所 氏 名 
住 所 

○○○○○○ 

氏 名 ○○ ○○ 

建 物 の 所 在 地 庄原市○○○ 

耐震改修設計を行った木

造住宅耐震診断設計資格

者名 

氏 名 ○○ ○○ 

登 録 番 号 第  ○○  号 

耐震改修工事の工事監理

を行った木造住宅耐震診

断設計資格者 

氏 名 ○○ ○○ 

登 録 番 号 第  ○○  号 

耐震改修工事を行った工

事施工者 

氏 名 ○○ ○○ 

営 業 所 名 ○○○○○○ 

耐 震 改 修 工 事 
着手年月日  ○○年 ○○月 ○○日 

完了年月日  ○○年 ○○月 ○○日 

交 付 決 定 金 額      ○○○，○○○  円 

総合評価における上部構

造評点（最小値） 
耐震改修前 ○．○○ 耐震改修後 □．□□ 

添 付 書 類 

１ 耐震改修工事の着手前、工事中及び完了時の工事写真 

２ 耐震改修工事に要した費用の領収書の写し 

様式第 18号（第 16条関係） 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に記

載されている通知年月日及び番号を記入して

ください。 

計画変更があった場合は、変更承認通知書（別

記様式第１３号）に記載されている通知年月

日及び番号を記入してください。 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に

記載されている通知年月日及び番号を記入

してください。 

計画変更があった場合は、変更承認通知書

（別記様式第１３号）に記載されている通

知年月日及び番号を記入してください。 

耐震改修工事に着手及び完了した年月

日を記入してください。 

補助金交付決定通知書（様式第１４号）に

記載されている交付決定金額を記入してく

ださい。 

計画変更があった場合は、変更承認通知書

（別記様式第１３号）に記載されている交

付決定金額（変更後）を記入してください。 

耐震改修前後の診断結果で、総合評価における

上部構造評点の最少値を記入してください。 
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庄原市木造住宅耐震改修工事費補助金交付請求書 

 

年  月  日 

 

庄原市長 様 

 

住  所            

請求者 氏  名          ㊞ 

                             電話番号 

 

 

 

 ○○年○○月○○日付け第○○号で補助金額確定通知のあった庄原市木造住宅耐震改修工事費事

業の補助金を交付されたく請求します。 

 

 

請 求 額      ○○○，○○○   円 

 

   

  

振 込 口 座 

金 融 機 関 名 

       銀行 

   ○○  信用金庫 

農協 

その他（      ） 

・本店 

 

・（  ○○  ）支店 

口座種類・番号 (普通・当座) 番号：○○○○○○ 

フ リ ガ ナ  

口 座 名 義 人  

口座名義人住所 
 

電話番号 (    )   ―     

 

 

様式第 20号（第 18条関係） 

補助金額確定通知書（様式第１９号）に記載

されている通知年月日及び番号を記入してく

ださい。 

補助金額確定通知書（様式第１９号）に

記載されている交付確定額を記入して

ください。 

金融機関を記入してください。 

口座名義人は、申請者と同一としてください。 


